
　　　　

6 年 4 月 1 日

9 時 0 分から 18 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

はじまりの会・こいのぼり見学・夏祭り・いもほり遠足・ハロウィンパーティー・クリスマス会
初詣・節分豆まき・ひなまつり・卒園卒業おめでとうの会・音楽リトミック（不定期）

（別添資料１）

家族支援

保護者同士の座談会など悩みや情報を共有できる場を定期的に設ける
行事等のイベントにはきょうだい児の参加もできるように促し、交流の場を作る
必要時には個別に相談に応じる・保護者のレスパイトのため延長支援に応じる

移行支援

日常生活における自立を促すための体験（炊飯・洗濯・掃除・交通機関利用の練
習・お金の管理の仕方など）
保育園・幼稚園と併用しながら、状況に応じた移行支援

地域支援・地域連携

地域の保育所・幼稚園・小学校等、情報を共有し、必要に応じて助言や指導を
ケース会議を実施
市町村の子育て相談との連携

職員の質の向上

事業所内研修の実施や外部研修への参加
日頃からの職員間のコミュニケーション強化

支　援　内　容

早寝・早起き・朝ごはんの基本的生活リズムを整える
身辺自立の確立
安心して楽しく毎日過ごす

体幹を鍛えて姿勢や身体のバランスを整え五感へアプローチする
感覚統合・粗大運動・微細運動を専門の先生と相談しながら取り入れる
（姿勢・体幹・目と手先の協応動作）

本
人
支
援

生活に必要な知識やスキルを身につける
その場にあった行動ができるように促す

日常生活の中でしっかりとあいさつができるように挨拶ができるように支援します
やりとり遊びや親子遊び教室を通して自分の気持ちを言葉やジェスチャーで伝えられるように支援する

年齢に応じてソーシャルスキルトレーニング（SST）やライフスキルトレーニング（LST）を取り入れ
より豊かに日常生活が送れ、安心できる人間関係が築けるように支援する

支援方針

子ども保護者その家族を元気にする
心の充電をしてもらい、またがんばれる元気を持って帰ってもらう
安心して、より豊かな生活が送れるように支援する

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念 あきらめない・あせらない・あかるく

事業所名 児童発達支援センターいっぽ 作成日支援プログラム（参考様式）


